
 

 

 

 

 

 
この年末年始は、ご家族などとゆっくり過ごされたりして、充分に英気を

養い、新たな気持ちで新年を迎えられたことと思います。新型コロナウイル
スも感染拡大から2年が経過しようとしていますが、まだまだ収束が見えておらず、先々が不透
明な部分が多いことと思います。新型コロナウイルスは、次々と変異し、増殖し続けていて、
昨年はデルタ株が猛威を振るい、現在はオミクロン株の感染が驚異的なスピードで拡大して
おり、本市においても感染者が急激に増加傾向になっています。（１月１7日現在） 
新型コロナウイルス感染症の問題は、医療面での危惧ばかりでなく、社会全体の経済への

悪影響など、その影響は枚挙にいとまがありません。もう少しの辛抱だと願わずにはいられま
せん。毎日コロナの話題ばかりでうんざりですが、少し明るい話題として、２０２２年は寅年です。寅は昔から
活力に満ち、勇気と果敢の象徴として、また魔除けのお守りとして、人々の暮らしの中で広く親しまれてきた動
物と言われています。干支でいえば壬寅（みずのえとら）とのことで、厳しい冬を越えて、芽吹きを始め、新し
い成長の礎となる年と言われ、縁起の良さを表している年だそうです。 
コロナ禍での生活で、今まで当たり前だったことが当たり前ではなくなったり、新しい生活様式も確立されて

きています。コロナ収束後はコロナ禍で学んだ様々な生活様式が世の中の常識となって芽吹き始め、新たな成長
が始まる年になって欲しいものと強く願いたいものです。 

 
 

１月5日（水）と6日（木）の２日間、地域学校協働本部事業の一環
で、南小学校児童を対象とした「冬休み宿題お助け隊」を実施しました。 
 この事業は、南コミ・南小・西那須野中・南公民館が連携して、地域
の人材を子どもたちの健全育成につなげ、よりよい地域づくりを進める
ことを目的に実施したものです。このことにより、地域に愛着を持ち、
地域に貢献したいと考える人材の育成につながり、また、地域で暮らす
大人たちの生きがいづくりにもつながるものと考えています。 
今回は、冬休みの宿題の仕上げに少し自信のない小学生 27 人が２日

間に分かれて書道や学習ドリルなどに取り組みました。書道の指導は南
地区在住の近部蓬舟先生に講師を依頼し、南コミ役員や地域学校協働活
動推進員、西那須野中学校生徒（７名）が参加協力して小学生の宿題の
手伝いをしながら互いに学び、貴重な交流の機会を持つことができまし
た。はじめは緊張していた小学生たちで
したが、時間が経つにつれて緊張もほぐ
れ、わからない問題の解説を中学生など
に質問したり、中学生に書道の手伝いを
お願いしたりと、和やかな雰囲気で学習
をすることができたようです。全員、予
定していた宿題を仕上げることができ、
おまけに縄跳びの宿題まで取り組んでい
る小学生もいました。御協力をいただい
た皆様、大変ありがとうございました。 
 

 

 
 
去る１２月１９日（日）、南コミ福祉部主催

の恒例行事「ミニ門松づくり教室」が開催さ
れました。当日は、大山公民館社会教育指導
員の大森律幸氏の指導のもと、１４人の受講
生が本格的なミニ門松づくりに挑戦しました。 
ミニ門松づくりも３年目となり、皆さん順

調に作業が進み、予定時間よりも早く完成さ
せることができました。各自心を込めて作っ
たミニ門松が出来上がり、素晴らしい新年を
迎える準備ができたことでしょう。 
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去る１２月１5 日（水）、高齢者セミナーすず

らん学級で「寄せ植え教室」が開催されました。 

 当日は、坂井正栄氏の指導のもと、色とりどり

の寄せ植えづくりを行いました。華やかな出来栄

えに、お正月に向けての庭づくりに役立てようと

皆さん楽しみに家に持ち帰りました。 

坂井先生ありがとうございました！ 
 
 

 

 

去る１月 16 日（日）、茨城県の秋葉糀味噌醸

造（株）スタッフのご指導の下、33 名の参加者

は約８キロの味噌づくりに挑戦しました。 

 納豆菌が米糀に影響を及ぼす場合があること

から、当日朝は納豆が食べられないという条件が

ありましたが、皆さん粘り強く味噌づくりにチャ

レンジしていました。味噌汁にするか、味噌田楽

にするか、出来ばえが楽しみです。 

 

 

 

 
 去る１２月２4 日（金）に公民館の定期利用団体などの皆さんに
御協力をいただき、年末の大掃除を実施いたしました。 
当日は、総勢５１人の参加により、館内各部屋や屋外など、日常の

管理ではなかなか手の届かない場所などを中心に、きれいに清掃を
していただきました。今後も多くの趣味のサークル団体にとって、
快適な活動拠点として愛される公民館であり続けられるよう、適正
な管理を心掛けてまいりたいと思います。お陰様をもちまして、気
持ちよく新年を迎えることができました。今回は、コロナ感染対策
のため、休憩時間を取らずに極力短時間での作業に心掛け実施しま
したが、御協力いただいた皆さん、大変お疲れさまでした。 

 

今回登場するのは二区町在住の大金廣志さん
の愛犬ハチ君（牡２歳）です。食欲旺盛でヤンチャ盛りのハチ君は
柴犬で、毎日大金さんと朝夕２回、合わせて６キロのハードトレー
ニングを楽しんでいます。大金さんはハチ君についていくのが大変
そうです。ハチ君は前肢と後肢のバランスが良く、繋ぎも柔らかい

ので坂路でも飛び跳ねるように駆け上がり元気一杯です。 
日本犬には北海道犬、秋田犬、甲斐犬、紀州犬、四国犬、土佐犬、柴犬の

7 種が存在していますが、柴犬は猟犬や番犬として活躍していて、賢く勇敢
な性格と言われています。毛色も赤、黒、胡麻、白の４種類あり、尻尾も巻
尾、差し尾、太刀尾、薙刀尾などがあります。また、柴犬にはキツネ顔とタ
ヌキ顔がいるようですが、ハチ君の場合、左二重巻き尾のキツネ顔といった

ところでしょうか？！ アニマルセラピ
ーという言葉がありますが、動物たちと
ふれあうことはストレス解消やリラック
ス効果など何かしらの良い効果があると
されています。一人ではなかなか運動す
る気になれないという方は、犬と一緒に
運動するのも良いのではないでしょうか。
この日もご主人の大金さんとご機嫌よく
散歩を楽しんでいる様子でした。 


